
会社を退職した後の手続きチェックリスト

退職日：　　　　年　　月　　日　　（期限は退職日の翌日から数えた目安です）

退職日まで

離職票がほしいことと郵送先を会社に伝える

健康保険の資格喪失証明書がいつ届くかを確かめる

源泉徴収票と、退職金がある場合は退職所得の受給に関する申告書を確かめる

健康保険証（資格確認書）を返す

雇用保険被保険者証と、年金手帳または基礎年金番号通知書が手元にあるか確かめる

翌日から14日以内

国民健康保険に入る（市区町村）、または家族の扶養に入る（家族の勤め先）

国民年金の第1号被保険者への切り替え（60歳未満、市区町村）

扶養していた配偶者がいれば、配偶者の国民年金の切り替え

20日以内

任意継続を選ぶ場合は、協会けんぽか健康保険組合に申し出る

離職票が届いたら

ハローワークで求職の申込みと受給資格の決定（受給期間は翌日から1年）

倒産・解雇などで辞めた人は、受給資格者証などで国保の軽減を申請

保険料が払えない場合は、国民年金の特例免除を申請

退職後1か月以内

源泉徴収票が届いたか確かめる（法律上の交付期限は退職後1か月以内）

住民税

1月から4月の退職は一括徴収が原則、6月から12月は一括か普通徴収、普通徴収なら納付書を確かめる

再就職したら

源泉徴収票を次の会社に出す（年末調整で前職分と合算）

雇用保険被保険者証（番号）と基礎年金番号を伝える

再就職手当の申請（受け取れる条件に当たる場合）

翌年

年内に再就職しなかった人は、還付を受けるための確定申告（1月1日から5年間）

6月ごろ、退職した年の所得にかかる住民税と国民健康保険料の通知

期限のメモ（ページのツールで出した日付を書き写す）

国民健康保険・国民年金（14日）

任意継続（20日）

失業給付の受給期間の終わり（1年）

ハローワークに行く日

そのほか

そろばんノート sorobannote.com/taishoku-go/checklist ｜ 2026年10月15日時点の一般的な目安です。扱いは各窓口で確かめてください。


